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`豊 月 'の 果 実 特 性 と着 色 改 善
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Characteristics of Fruits and lmprOvement of Peel Color in 」apanese Pear `Hougetsu'

Seishi OBA, Hideki K]KUCHI and Hiroshi SAつ 0

(Miyagi Prefecture Horticultural Experiment Station)

ンヽ
　
誠

ナ
　
場

ンホ
　
大

ニ

1 は じ め に

宮城県は,立地条件を活かしてナンの遅出し栽培を展開

している。現在,晩生品種として `新高
. `新
興' など

の品種が栽培されているものの,いずれも果肉硬度,甘味

などの果実品質の面では赤ナンの主要品種である `幸水',

`豊水'に及ばない。 豊月'は 10月 下旬に収穫される晩

生品種で,1果重が大きく,果肉は自色でち密であり,同
時期に収穫される晩生品種と比較して肉質が極めて優れて

いる%し かし,本県では成熟しても収穫果の果皮色に変
化が少なく,緑色が残り,普及上問題になると思われたo
で,着色改善法の検討を行った。

2試 験 方 法

は)試験 1 `豊月'の収穫適期の把握
場内 (第二紀・凝灰岩埴壌t)の 13年生 (1995年時),
`豊月'/ヤ マナシ台を 3樹供試した。1991年 6月 中旬から

果実肥大量 (縦・横径)を 10回 ごとに各樹30果測定した。

また,収穫適期を把握するため10月 上旬から10日 ごとに果

実を採取し果実品質を調査した。地色はニホンナン地色用

カラーチャートにより指数で示した。果皮色は `幸水'用

カラーチャートで比色した。酸度は搾汁 した果汁を01N―

NaOHで滴定し,リ ンゴ酸含量に換算し求めた。また,
pHの変化を測定した。糖度は屈折糖度計で測定し,Brix

値で表した。硬度は,7/16イ ンチのマグネステーラー型

硬度計で測定した。

(21 試験 2 豊月の着色改善技術の検討
1)袋の種類の検討
果皮色の改善を検討するために,茶色

二重袋 (赤ナシ用),

自色と茶色の二重袋 (`二十世紀'用 )リ ンゴ用二重袋

(世界一'用)を 1993年 6月 29日 に各30枚収穫時まで被袋

し,果実品質を調査した。

2)被袋時期の検討
被袋時期を検討するために1994年 6月 26日 ,7月 26日 ,

8月 26日 に茶色一重袋,リ ンゴ用二重袋を各30枚収穫時ま

で被袋し,果実品質を調査した。

3)除袋時期の検討
除袋時期を検討するためにリンゴ用二重袋を1995年 6月

28日及び 7月 25日 に被袋し,9月 10日 (収穫前45日 ), 9

月21日 (収穫前35日 ),10月 2日 (収穫前25日 ),10月 11日

(収穫前15日 ),10月 25日 (収穫時)に除袋し,着色改善効

果,果実品質を調べた。

3 試験結果及び考察

(D 試験 1 収穫適期の把握
果実肥大は,7月 上旬まで縦径,横径がほぼ同じ肥大を

示し,7月 中旬以降横径が縦径の肥大を上回り,収穫時ま

で果実肥大が続き,最終的には緩やかなS字曲線を示す肥

大になった。地色は,10月 4日 の調査始めから次第に進み,
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図 1  .豊月'の果実肥大推移

10月 25日 に33,11月 9日 には44程度になった。果実硬度

は10月 4日 の461bか ら次第に減少し,20日 後の10月 25日

に401bに なり,その後の低下は見られず,11月 9日 おい

ても401bの値を示した。糖度は10月 4日 の100か ら次第

に増力日し,10月 25日 114,11月 9日 には128に なった。 酸

度は経時的に減少し,10月 25日以降019%前後になった。

pHは次第に増加し,10月 25日以降436に なった。酸度 ,

pHと も10月 25日以降の変化は小さかった (表 1)。

表 1  `豊月' の果実品質の変化 (1993年 )

104 12 10 46 100 024 4M
1013    2 1     2 3    43    108   023   427
1025    33     25     40    114   019   436
119 44 35 40 12400434

以上のことから,.豊月'の収穫適期は,地色が 3以上

に進み,糖度が110以上になり,果実が軟化し,pH,滴定

酸度が安定した10月 25日 頃と考えられる。 `豊月'の果実
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は,成熟に伴い果皮色の変化が少ないため,収穫適期を逃
がしやすく,過熱気味となって,H月 9日には多数が落果
した。したがって,10月 中旬頃から食味,収穫前落果に十
分注意し,適期に収穫する必要がある。
12)試験 2 着色改善技術の検討
1)袋の種類の検討
カラーチャート指数で表した収穫時の果皮色は,遮光率
の高いリンゴ用二重袋が他の処理区より高く,緑色の抜け
た黄褐色の外観になった。一重袋の場合は,無袋よりやや

高く,被袋による果被色の着色改善効果が認められた。茶
一重袋の場合には効果が劣った。果実品質は,リ ンゴ用二

重袋.茶一重袋でやや糖度が低く,酸度が高い傾向であっ
たが,その差は小さかった (表 2)。

表 2 被袋が `豊月'の果実品質に及ぼす影響
(1993年 )

袋の種類  遮光率 果皮色 硬度  糖度  酸度
(%) (lb)(BHxO (%)

ンゴ用二重袋を7月下旬までに被袋する必要があると思わ

れた。

3)除袋時期の検討
6月 28日 に被袋した果実の果皮色は収穫前15日の10月 11

日に除袋すると果皮笛 0になり,完全に濃緑色が抜けた
外観となった。収穫前25日 の10月 2日 に除袋した果実は,

やや緑色が残るものの果皮色44で黄赤褐色の外観の果実
となった。 7月 25日 に処理した果実の果皮色は,6月 28日
の処理より各除袋時期とも,果皮色の着色改善効果がやや

劣った。両被袋時期とも収穫前25日以内に除袋した果実の

果皮色は43以上になりやや緑色が残るものの,黄赤褐色
の外観が得られた。

果実品質は,無袋果の糖度が各処理よりやや高かった。
6月 28日及び7月 25日処理の硬度及び酸度には被袋の有無

にかかわらず見られなかった。また,除袋時期が早いほど

果皮色,地色の戻りが見られた。
リンゴやモモでは,収穫直前に除袋して陽光に当てて着
色を促進する手段がとられている。ニホンナンはアントシ

アンやカロチン,フ ラボノイドがほとんど含まれない。 し
たがって他の果実より収穫前に除袋しても,果皮色の戻り
は少ないため,収穫前25日 頃まで良好な果皮色の果実が得
られたと考えられる。

表4 被袋時期と除袋時期が果実品質に及ぼす影響
(1995年 )

6月 28日被袋 7月 25日被袋

リンゴ用二重袋  906
自茶二重袋   562
茶一重袋    375
無袋       0

42    11 6   020
42    120   0 18
42    11 4   018
40    120   0 19

注 6月 29月 に被袋処理

一般に遮光率の高い袋を被袋すると果実のクロロフィル

が消失し,収穫時まで被袋するとクロロフィルはほとんど
再生しないといわれ,本試験でも,遮光率の高い袋を収穫
時まで被袋すると果皮色は黄自色化し,赤ナシ特有の美 し
いコルク化した外観となった。逆に,遼光率が低いクロロ

フィルの消失は不完全で,緑色の強い果実になったと考え
られる。

2)被袋時期の検討
リンゴ用二重袋で6月 26日 ,7月 26日 に処理した果実の
果皮色は無袋より改善されたが,8月 28日 の処理では効果
が劣った。一重袋処理した果実の果皮色は,6月 28日 処理
で無袋よりやや高かったが,他の処理では差がなかった。
被袋処理によりやや糖度が低下する傾向力現 られた (表 3)。

表3 被袋時期が `豊月'の果実品質に及ぼす影響
(1994年 )

袋の種類 処理時期 果皮色  糖 度  酸 度
(月 日) (Brix値) (%)

10 11(  15) 50  44  112 462 47  46
10 2(  25) 44  47  11 2 458 43  47
921(  35) 4 1  45  11 6 4 50 39  45
910( 45)34 45 11645434 46
注 除袋時期の ()内数字は収穫前日数

4 ま と め

`豊月'の収穫時期別の果実品質の変化から判断すると,
収穫始は10月下旬になると考えられる。収穫適期の指標と

して,10月 下旬に十分な食味の果実が得られることから地

色 3以上,硬度421b程度,pH4 4,酸度02%程度が目安
と考えられた。

被袋による着色改善は,6月下旬,7月下旬にリンゴ用
二重袋を被袋することにより果皮色が改善され,10月 以降

(収穫前15～25日 )に除袋することにより,果実品質と黄
赤褐色のすぐれた外観の果実が得られた。
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被袋時期,袋の遮光率の違う袋の違いにより,果皮色の

違いを検討すると,早い時期に遮光率の高い袋を被袋する
ほど果皮色が改善されたことから,ク ロロフィルを十分に

消失させて,黄自色の果皮色にするには,遮光率の高いリ

除袋時期 殿 色硬度 糖度 pH殿 色硬度 糖度 pH

53  4 6  11 4 4
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